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嚢思索と方便棄　　大流星自動記録装置
淡　　　　　　　　　　　　叢

熱心耀耀撒撒撒磁　　　　　關坂元扇面
　此は光電管がも少し讃達すれば，實現する可能性があります・圖を読明しますと，

上段は．

　1一大型鋭敏光電管　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　圖

　2一流星の直接爲眞撮影装置

　　A：球面導引を輕減する爲め

　　　水晶球と硝子球とを組合し

　　　たもの・

　　B・球面の内側に感光乳齊1を

　　　塗った球面乾板

　　C：ア？．レミ昌ユ1ム製の牛球

　　　寄港つまりシヤツタ璽の

　　　作用をする．

　　D　Cを電氣的に開閉する装．

　　　置

　3一スペクトル撮影装置

　　A：薄き磨り硝子のtt）Of．

　　B：大型弾物線鏡・

　　C：第二反射鏡

　　D＝スリットの前にあるシヤ

　　　ッタ1を電劇的に開閉する髪置・

　　E：分光寓扇面・

　4一方向感知機
　　全天を＋二医に分ち，＋二個の鋭敏光電管を具ふ・

．申段は

　　a：堰　幅　機　　　　　　　　　　d＝シヤツタ馨開閉回藪指示機

　　b：電流攣化記録機　　　　　　　　e：：方向記錐機

　　c：　リ．　レ　　｝　　　　　　　　　　　　　　f＝　リ　　レ　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：増　幅機
下段は電池

dを見てシヤッタ1が開閉した事が示された．時は，61電流等化に依り何時何分に何等

星位の流星が何秒総藻飛んだかを知り，3の乾板を現像して流星がご個以上寓ってみる

時は，Cに依り飛んだ流星の：方向を知り，圖別がつく・3の乾板を現像すると，その流

星のスペクFルが分ると云ふ騒梅です・即ち，出現時刻，二二時間，光嵐直接寓眞

スペクトル寓眞，見掛の速度が分る事になbます・ニケ所に設けて細くと眞高度も得

られます，


